
「西表島での自然環境教育カリキュラム」を作成

西表森林環境保全ふれあいセンターでは森林環境教育を進めていくにあたり、地域のニーズ

・取組状況を把握するため、地元の小中学校に対し聞き取り及びアンケートによる調査を行い、

自然環境教育に関し支援可能な西表島所在の関係機関・団体を中心に働きかけ、自然環境教育

推進のためのネットワークを形成するため連絡会を設置し、情報交換等を進めてきました。

その中で、島内の子供達が中学を卒業して島を離れるまでに西表島の自然及び人々と自然と

の関わりについて一通り学習できるような自然環境教育カリキュラムを作成し自然環境教育へ

の取り組みを行おうと決定しました。

これを受けて「西表島での自然環境教育カリキュラム」（以下、「本カリキュラム」と言う）

を作成しました。

本カリキュラムは、「子どもたちが島にいる間に伝えたいこと・体験させたいこと」をアン

ケート型式で集め、「島の自然」「島の手業」「野生生物の保護」「島の安全と防災」「島の環境

問題」の５つに整理し、総合学習だけでなく、各教科における専門講師による「出前授業」と

しても活用できるように、小中学校の教科書で自然や環境について取り上げているものを洗い

出してカリキュラムの構成を工夫しました。その結果、３４科目のプログラムを小学校：低学

年用、中学年用、高学年用及び中学校用にふりわけて本カリキュラムを製本しました。

本カリキュラムは西表島での自然環境教育カリキュラムとして作成しましたが、西表島以外

の地でも応用してご活用下されば幸いです。




















































































































































































































